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はじめに 

 考古学的に過去の食生活史を明らかにする資料には、動植物遺存体がある。しかし日本列

島の場合、動物遺存体は、貝塚のように貝類の多量遺存がともなうか、砂丘・洞窟など骨の

遺存に有利な堆積環境でない限り残ることはない。また植物遺存体の場合は、一般的に低地

など還元的な環境でない限り残ることはない。ただし、両者とも被熱し、炭化することで広

範な条件の遺跡から検出可能となる。しかし、その場合は偏った遺存状況となり定量的な比

較には向かない。 

また別に人骨からの炭素・窒素同位体組成によって食性推定する方法もある。函館市南茅

部地域では臼尻 B 遺跡から検出された人骨の分析がなされている（南川 2014a・b）。縄文

時代中期中葉サイベ沢Ⅶ式期のフラスコ状土坑（HP-10Pit1、南茅部町教育委員会 1979）

から出土したもので、成人と子供の 2 体である。成人女性はδ13C-14.4‰、δ15N17.0‰、子

供はδ13C-14.2‰、δ15N16.7‰と両者の同位体分析結果はほぼ同じであり、生涯同様な食生

活を送っていたと推測された。そして、彼らが最も頻繁に摂取したのが海産資源で、植物資

源や陸獣の寄与は少なかったとされる。しかし、人骨も遺存条件は動物遺存体と同様である。 

つまり、動植物遺存体同定や人骨の炭素・窒素安定同位体組成分析が可能な遺跡は限定的

で、これらの情報から食生活史の定量的な変遷にアプローチするのは極めて困難である。 

  一方、広範な条件の遺跡から出土する遺物として土器がある。近年、土器付着物の炭素・

窒素安定同位体分析、土器胎土の残存脂質分析によって、土器で煮炊きされた食品を検討す

る研究が進められるようになった。この場合、土器による煮炊きという調理方法に限定され

るが、上記の動植物遺存体同定や人骨の炭素・窒素安定同位体組成分析と比較検討すること

で、より立体的な食生活史の復元が可能になると考えられる。さらには、日本独特な精緻な

土器編年によって時期的解像度が高い復元へ導くことを期待できる。 

 そこで、北海道函館市南茅部地域を定点とし、ここ数十年間の開発行為に先立って行われ

た緊急発掘調査によって得られた成果を整理し、保管されてきた土器の胎土残存脂質分析

および付着物の炭素・窒素安定同位体分析を行ない、比較検討する事で通時的な食性復元す

ることを目的とした。 



1.函館市南茅部地域における縄文土器の胎土残存脂質分析 

（1）分析試料 

 分析対象としたのは、函館市南茅部地域に所在する縄文時代前期の遺跡出土の器形が復

元できた土器内面の胎土 11 試料である（図１）。分析土器の帰属時期と年代は表 1 にまと

めた。内訳は八木 A 遺跡 6 点、ハマナス野遺跡 5 点である。 

 

図 1 脂質分析用試料採取土器と採取位置 

表 1.脂質分析試料一覧 

 

試料番号 遺跡名 遺構名 出土層位 時期（縄文時代）土器型式 報告書掲載情報

HDMK-175 八木A遺跡 Ⅴ層 前期前葉 深郷田式 八木A遺跡Ⅱ・203－12・P64

HDMK-176 八木A遺跡 H-4・5 覆土 前期中葉 円筒下層b式 八木A遺跡・28－11・P38

HDMK-177 ハマナス野遺跡 LP-15 覆土下層 前期後葉 円筒下層d1式? ハマナス野遺跡ⅩⅦ・14－1・P58

HDMK-180 八木A遺跡 Ⅳ層 前期前葉 深郷田式 八木A遺跡Ⅱ・188－4・P49

HDMK-181 八木A遺跡 Ⅳ層 前期前葉 深郷田式 八木A遺跡Ⅱ・188－5・P49

HDMK-183 八木A遺跡 H-4・5 覆土 前期中葉 円筒下層b式 八木A遺跡・28－16・P39

HDMK-184 八木A遺跡 Ⅴb下層 前期中葉 白座式 八木A遺跡Ⅲ・374－30・P96

HDMK-185 ハマナス野遺跡 H-96 X2層 前期後葉 円筒下層d1式 ハマナス野遺跡Ⅷ・12－1・P21

HDMK-186 ハマナス野遺跡 HP-223 覆土X 2層 前期後葉 円筒下層ｃ～d1式 ハマナス野遺跡ⅩⅦ・37－3・P82

HDMK-188 ハマナス野遺跡 HP-100 覆土X 2層 前期後葉 円筒下層d1式 未掲載

HDMK-192 ハマナス野遺跡 H-98 X2層 前期後葉 円筒下層d1式 ハマナス野遺跡Ⅷ・16－1・P35



（2）分析方法 

脂質の抽出にあたっては、 Correa-Ascencio and Evershed (2014)と Papakosta et al. 

(2015)を参考に改良した直接メチル化脂質酸抽出分析法を用いた。測定の手順は以下の通

りである。 

土器胎土粉末を試験管に入れ、クロロホルム/メタノール溶液 30mL を加え、超音波洗

浄機で 15 分振とう後、さらに 200μL を加え、70℃で 4 時間加温する。次に、メタノール

溶液中の脂質を n-ヘキサン溶液で抽出し、ヘキサン層を新たな試験管に分離する。この操

作を 3 回繰り返し。それから、ヘキサン溶液に固体炭酸カリウムを加え、中和する。中和

したヘキサン溶液を、窒素気流中でおだやかに蒸発乾固させ、残存脂質を得る。抽出した

脂質に、内部標準として C34 アルカンを加え、測定前に N,O-Bis(trimethylsilyl) 

trifluoroacetamide（BSTFA）溶液でトリメチルシリル化（TMS）化し、試料溶液とす

る。それから、島津製作所製 GC-2014 水素炎イオン化型検出器（FID）付ガスクロマトグ

ラフ分析装置で脂質組成と含有量を確認する。次に、Thermo Fisher Scientific 社製

Thermo ISQ LT GC-MS ガスクロマトグラフ分析装置に Direct Injection 法で導入して、

脂質組成を測定する。次に、Agiment7890B (Agilent Technologies 社)/GC5(Elementar 

UK 社)と Elementar 社製 isoPrime visION からなる燃焼炉付ガスクロマトグラフ同位体比

質量分析装置によって、抽出した脂質に含まれるパルミチン酸・ステアリン酸の分子レベ

ル炭素同位体組成を分析した。測定は東京大学総合研究博物館タンデム加速器分析室

（MALT）に設置した分析装置を用いた。 

表２．脂質組成 
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アルカン
飽和脂
肪酸

不飽和
脂肪酸

二塩基
酸

phytanic
acid

pristanic
acid

TMTD C16 C18 C20 C22 C24 C18

フィトス
テロー

ル・関連
物質

コレステ
ロール・
関連物

質

ミリアシ
ン

その他

HDMK-175 八木A遺
跡

229.0 76.6 210830
2887AH_HDM
K_175U_SSMe
TMS

C15-C29
all trace.

C11-C28
C15, C16,
C17, C18,

C16:1,
C16：2、
C18:1,
C18:2,
C20:1,

C9～C20 ○ △ ○ ○ ○ ○ △ X ○ X X X X
mid chain
ketones,

HDMK-176
八木A遺
跡

223.0 555.1 210913
2934AH_HDM
K_176U_SSMe
TMS

C16-
C18，極
微量。

C11-C26
C15, C16,
C17, C18,

C20:1,
C22:1,
C24:1,

C9-C19,
大きい

〇 〇 〇 △ △ △ X X X X X X X
oxoacids?,
midchain di
acids?

base line不安定

HDMK-177 ハマナス
野遺跡

186.5 6.2 210913
2936AH_HDM
K_177U_SSMe
TMS

C19, C23,
C24, C29,
C31,極微
量。

C12-C30
C15, C16,
C17,

C16:1,
C18:1,
C18:2,

ND △ △ △ △? X X X X X X X X X
oxoacids?,
midchain di
acids?

base line不安定

HDMK-180 八木A遺
跡

176.5 6.0 210914
2942AH_HDM
K_180U_SSMe
TMS

C17-
C20、

C13-C26
C15, C16,
C17, C18,
C19

C16:1,
C18:1,
C18:2,

C11 △ △ X △? △ X X X X X X X X oxoacids?,

HDMK-181 八木A遺
跡

195.5 13.0 210914
2944AH_HDM
K_181U_SSMe
TMS

C17-C27,
極微量。

C14-C28
C15, C16,
C17, C18,
C19

C16:1,
C18:1,
C18:2,

C10-C16 〇 〇 △ 〇 〇 〇 〇 〇 X ○ X X X

13-isopropyl-
podocarpa-
6,8,11,13-
tetraen-15-oic
acid,
dehydroabiatic
acid, mid chain
keto acid?,
oxoacid?

APAAはその他に
C17, 19, 21, 23,
があるように見え
るが？？？

HDMK-183 八木A遺
跡

338.0 32.1 210914
2946AH_HDM
K_183U_SSMe
TMS

C19,
C20、
C23, C24,
C27, C30,
極微量。
その他枝
分かれあ
り

C14-C29
C15, C16,
C17, C18,
C19

C16:1,
C18:2,

ND X X X △? X X X X X X X X X oxoacids?,

HDMK-184 八木A遺
跡

249.5 1291.6 210915
2950AH_HDM
K_184U_SSMe
TMS

C15-C19
all trace.

C11-C28
C15, C16,
C17, C18,

C16:1,
C18:1,
C20:1,
C22:1,

C8-C18 〇 〇 〇 △ △ X X X X X X X X
oxoacids?,
midchain di
acids?

di acidが大きい。

HDMK-185
ハマナス
野遺跡

187.0 6.9 210915
2952AH_HDM
K_185U_SSMe
TMS

C14-C28
C15, C16,
C17, C18,
C19,

C16:1,
C18:1,
C18:2,

ND X X △ X X X X X X ○ X X X

13-ethyl-13-
methyl-
podocarp-8-en-
15-oic acid,
dehydroabietic
acide, oxoacids?

HDMK-186 ハマナス
野遺跡

277.5 983.1 210915
2954AH_HDM
K_186U_SSMe
TMS

ND C10-C28
C15, C16,
C17, C18,

C16:1,
C18:1,
C20:1,
C22:1,

C7-C17 〇 〇 〇 ○ ○ ○ ○ X ○ X X X X

2-hydroxy-
tetradecanoic
acid, 2-hydroxy-
pentadecanoic
acid, 2-hydroxy-
hexadecanoic
acid, 6,10,14-
trimethyl-2-
pentadecanone,
oxoacids?,
midchain di
acids?

di acidが大きい。
微量の不明pk多
数。

HDMK-188 ハマナス
野遺跡

300.0 822.1 210907
2916AH_HDM
K_188U_SSMe
TMS

C11-C26
C15, C16,
C17, C19

C16:1,
C18:1,
C20:I,
C22:1

C9-C12 〇 〇 〇 △ 〇 〇 〇 X △？ X X X X
oxoacids? Mid
chain diacids?

HDMK-192
ハマナス
野遺跡

201.0 14.7 210907
2918AH_HDM
K_192U_SSMe
TMS

C14-C28
C15, C16,
C17,

C16:1,
C18:1,
C20:I,
C22:1

C11 X X X X △ X X X X X X X X
oxoacids? Mid
chain diacids?

○＝あり、×＝なし、△＝極微量

isoprenoidal acid APAA sterol related



（3）結果と考察 

 土器残存脂質組成の分析結果を表 2 に、分子レベル炭素同位体組成を表 3 にまとめた。 

1.イソプレノイド類バイオマーカー分析による評価 

海棲生物のバイオマーカーであるプリスタン酸、フィタン酸、TMTD などを含むイソプレ

ノイド類が、脂質を有意に回収できた土器で検出され、高率な海棲生物の利用状況が推測

される。 

2.APAAｓバイオマーカー分析による評価 

不飽和脂肪酸の加熱生成物である環状脂肪酸であるアルキルフェニルアルカノイックア

シッド（APAAs）が検出されている。特に、炭素数 20 以上の APAAs は海産物の煮炊きを示

す指標として利用されている。こちらの指標は脂質を優位に回収できた土器の半数で確認

された。 

3.δ13C16：0 とδ13C18：0 による評価 

δ13C16：0 とδ13C18：0 の分子レベル炭素同位体組成結果を表 3 に示した。また、現生日本

産生物データ（堀内ほか 2014，Horiuchi et al.2014, 吉田ほか 2018a）と比較して示した

のが図 2 である。プロット位置から、海棲生物（Marine）、野生反芻動物（Wild 

ruminant）、野生非反芻動物（Wild non-Ruminant）、C3 植物（C3-plant）、C4 植物（C4-

plant）の領域に区分できる。前期では、海生生物領域周辺に 6 点、野生反芻動物領域周辺

に 2 点プロットされた。 

4.13C16：0 とΔ13C による評価 

δ13C16：0 とδ13C18：0 の差であるΔ13C（＝δ13C16：0－δ13C18：0）の値を利用することで、

反芻動物か非反芻動物か判定することができる（Evershed et al. 1999）、－3.3‰以下が反芻

動物の乳やその加工品、－3.3～－1.0‰が反芻動物の体脂肪、－1.0‰以上が非反芻動物の体

脂肪の目安とされる（Evershed et al. 2008 ほか）。これを利用すると、7 点は反芻動物の影

響が想定された。 

 

（4）小結 

脂質組成によるバイオマーカー分析の結果、ワックス類など植物性の脂質も検出されて

いるが、水棲動物起源と考えられるイソプレノイド類と APAA 類が多くの土器から検出さ

れ、魚や海獣などの海棲生物の影響が強く表れている。 

分子レベル炭素同位体組成の分析結果からは、これまでの北海道での土器脂質分析結果

と同じく、縄文時代前期の土器試料も海棲動物の影響が検出された。ただし、図２で海棲生

物領域周辺にプロットされたのは 6 点と半数程度であった。また、反芻動物の影響が強い

と考えられる試料は 2 点であった。 

 

 

 



表 3.パルチミン酸、ステアリン酸の分子レベル炭素同位体組成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2. δ13C16：0 とδ13C18：0 の分子レベル炭素同位体組成結果を、現生日本産生物データ

（堀内ほか 2014，Horiuchi et al.2014, 吉田ほか 2018）と比較した図 

個体番号 遺跡名 δ13C16:0 (‰) δ13C18:0 (‰) Δ13C

175 八木A -21.6 -23.5 -1.9

176 八木A -23.5 -26.8 -3.3

177 ハマナス野 -23.9 -25.2 -1.3

180 八木A -25.5 -27.1 -1.6

181 八木A -23.7 -23.1 0.6

183 八木A -22.3 -21.6 0.7

184 八木A -22.5 -26.3 -3.8

185 ハマナス野 -25.7 -28.7 -3.0

186 ハマナス野 -21.6 -21.8 -0.2

188 ハマナス野 -22.6 -25.3 -2.7

192 ハマナス野 -27.1 -29.1 -2.0



2.函館市南茅部地域における縄文土器の付着物安定同位体分析 

（1）分析試料 

分析対象としたのは、函館市南茅部地域に所在する臼尻小学校遺跡で検出された住居か

ら出土した土器 2 試料。出土地点・採取部位は、HDMK16:H-7 出土深鉢内面口縁部（縄文

後期𩸽澗式）、HDMK36：H-33 出土深鉢内面胴部（縄文中期榎林式）である。 

（2）分析方法 

測定は、東京大学総合研究博物館タンデム加速器分析室設置の安定同位体比質量分析装

置（EA-IRMS：元素分析計／質量分析計|元素分析計：vario ISOTOPE select、質量分析計：

isoPrime visION (elementar UK）により行った。安定同位体比のレファレンスガスは、超

高純度ボンベガス(Grade 1;CO2:>99.995 vol%、N2:>99.99995 vol%)を用いた。また、国際

標準試料はδ13C：IAEA-CO1（2.49±0.1‰ VPDB）、CO8（-5.76±0.03‰ VPDB）、CH7

（-32.15±0.05‰ VPDB）、δ15N：IAEA-N1（0.4±0.2‰ Air）、N2（20.3±0.2‰ Air）を

使用し、測定用標準試料(ワーキングスタンダード)は L-Alanine（ナカライテスク社製、Lot 

No.AZ100 M9R2064 δ13C＝-19.9±0.2‰ VPDB、δ15N＝1.79±0.2‰ Air）を使用した。 

 同位体比と元素の含有率測定の算定には ionOS（elementar UK 社製）を使用した。今回

の測定では、試料の測定前に国際標準試料と測定用標準試料を、試料を 10 点測定する毎に

測定用標準試料を、試料の測定終了後にも測定用標準試料を測定して同位体比の較正用試

料とした（前掲の通り、国際標準試料は、δ13C：IAEA-CO1、CO8、CH7、δ15N：IAEA-

N1、N2。測定用標準試料は L-Alanine。）。元素含有率測定の標準資料は、測定用標準試料

の L-Alanine（炭素 40.44％、窒素 15.72％）である。 

（3）分析結果 

分析結果は表 4 に示した。また、図 3 に炭素安定同位体比と窒素安定同位体比の関係、

図 4 に炭素安定同位体比と C/N 比の関係を示した。土器付着炭化物 HDMK36 は、C/N 比

も 8.1 と低く、動物性を示し、炭素・窒素同位体安定同位体分析を組み合わせると、海棲哺

乳類を主体とする炭化物の可能性が高い。また、HDMK 16 は、C/N 比が 10 から 20 の間

であり、炭素・窒素同位体安定同位体分析を組み合わせると、海棲動物と C3 植物（草食動

物）との混合によって生成した炭化物と考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 



表 4.炭化物試料の炭素・窒素安定同位体組成、含有量、C/N 比 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3．炭素・窒素安定同位体比        図 4．炭素同位体比と C/N 比 

  

（4）小結 

 南川（2006）は大船遺跡 22 点・臼尻 B 遺跡 1 点・精進川 B 遺跡 1 点の中期前葉～後期

前葉土器について分析している。結果は、δ15N で 9.7～14.4‰、δ13C で－26.5～－23.7‰

の範囲にあり、特にδ15N は 11～12‰、δ13C は－26～－24‰に集中した。 

 その後の南茅部地域での発掘調査では大船 I 遺跡（山形・中村 2020）、電電公社合宿舎遺

跡（山形・中村 2018a）、豊崎 B 遺跡（中村 2010）、豊崎 Q 遺跡（山形・中村 2018ｂ）の

土器について内面付着物が分析された。そのうち、7 点はδ15N で 11.5～15.4‰、δ13C で

－26.3～－19.9‰の範囲にあるが、3 点はδ15N で 3.9～7.1‰、δ13C で－27.0～－24.9‰の

数値となった。その 3 点は、電電公社合宿舎遺跡（後期前葉トリサキ式 1 点）、豊崎 Q 遺跡

（早期中葉平底条痕文土器 1 点、後期後葉𩸽間式 1 点）であった。 

 南川（2014）は、炭素は主に植物のデンプン、窒素は海産動物を反映しているとし、土器

付着炭化物の炭素・窒素同位体安定同位体組成を C3 植物と海棲動物との混合で解釈してい

る。したがって、縄文時代早期・中期・後期に亘って海棲生物の影響が強いとみられた。一

方で、早期中葉や後期前葉、後葉では、海棲生物の影響が非常に小さい例もみられる。 

今回分析した 2 点は、これまで報告されてきた南茅部地域の分析値と比較すると HDMK-

16 の海棲動物の寄与率は同程度、HDMK-36 の海棲動物の寄与率はかなり高いもののバラ

ツキの範囲内であった。南川（2014）の研究を参考にすると、海棲動物の寄与率は、HDMK-

16 は、20-30％、HDMK-36 は 80%程度と見積もられる。 

今後の課題は、前期土器に対しても、土器付着炭化物の炭素・窒素同位体安定同位体分析

を進めることで、脂質分析で得られた結果を総合的に検討する事である。 

 

表4．炭化物試料の炭素・窒素安定同位体組成，含有量とC/N比c

δ
13

C δ
15

N 炭素含有量 窒素含有量 C/N

‰ ‰ % % 重量比

HDMK-16 before AAA 臼尻小学校 -22.7 11.5 44.5 3.6 14.6

HDMK-36 before AAA 臼尻小学校 -19.4 14.6 41.7 6.1 8.1

試料番号 遺跡名



3.南茅部地域の食性に関する既存データの検討 

（1）動物利用 

南茅部地域の動物遺存体の定性的なデータは阿部(未発表) が取りまとめている。しかし、

同地区では大規模な貝塚は検出されず、いずれも断片的で小規模なものである。そこで南部

日本海側の江良～北海道太平洋沿岸西部のアヨロ鼻の範囲でまとまった量の動物遺存体が

堆積された遺跡のデータを検討した。しかし、これらの遺跡でもすべての動物遺存体を同列

に比較することは困難である。すなわち、哺乳類や鳥類は検出された全てを同定される場合

もあるが、魚類は数量が多いためその一部の同定に限る場合が大半だからである。したがっ

て魚類は通時的に多量に利用されたと仮定した上で、海棲資源と陸棲資源の利用状況を把

握する目的から海獣類とエゾシカを主とする陸獣類の同定点数比を比較した。その結果、前

期前葉は海獣率が高いが、前期中葉で陸獣率が高くなり、前期後葉～中期後葉は海獣率が高

くなるものの、後期前葉では再び陸獣率が高くなるという変化が読み取れた（図 5）。 

動物利用に関して、北海道における陥し穴：T ピットの出現状況（藤原 2013・2018a・b）

を参照すると、構築時期は、縄文時代早期中葉～前期前葉の前半期と、縄文時代中期末葉～

後期前葉の後半期に集中したとされる。藤原（2018ｂ）の集成によれば、北海道 492 遺跡

9849 基中、前半期は 8 遺跡 30 基とされ、大半が後半期に属するとされる。なお、南茅部地

域では 15 遺跡 68 基（藤原 2018b）が検出され、4 遺跡は前期・中期中葉・後期中葉とされ

るが、残りの多くは中期後葉～後期前葉とされる。陥し穴の対象獣は北海道ではエゾシカと

推測されるため、その構築数の増減は、シカ利用頻度の増減に比例したものと推測される。 

 

図 5．北海道南部遺跡出土陸獣・海獣同定点数比の変遷（数字は点数） 
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表 5．北海道南部遺跡出土哺乳類遺存体同定点数一覧 

 

ただし、陥し穴の時期については、明確ではない。共伴する遺物がほぼないためである。

陥し穴は広範囲に連続的に構築する例が多く、広い平坦面に展開される。したがって、樹林

よりは集落廃絶後に出現したであろうササ類を主とする草地を選択したと推測される。集

落形成が、集中から散在へ移行した後期前葉は、次々に小集落が展開していったとみられ、

結果的に広く草地化が進行したのではないか。実際、北斗市館野遺跡（北海道埋蔵文化財セ

ンター2012）や押上 1 遺跡（北海道埋蔵文化財センター2015）では後期前葉の集落跡廃絶

後の陥し穴を検出している。以上から、陥し穴の多くは後期前葉に構築された可能性がでて

くる。つまり、動物遺存体の出土状況でみた後期前葉の陸獣比率の増加と連動的である。 

 

（2）植物利用 

 南茅部地域では低湿地遺跡の調査は行われていない。したがって、植物に関するデータは

炭化種実、炭化材、花粉、プラントオパールの同定・分析によって得られている。定性的な

データはやはり阿部（未発表）が取りまとめている。ここでは食材選択に関係が深い炭化種

実の出土状況を検討した。 

南茅部地域では、早期の段階でクルミ属・キハダ属・ミズキ属をはじめ、アカザ属・マタ

タビ属・ニワトコ属・ウルシ属・ブドウ属・コナラ属・サンショウ属・ウリノキ・タラノキ

属・スギ属・イネ科などが検出されている。即ち、縄文文化を通して利用が推測される植物

種の主要なものが確認される。 

前期はヒエ属・クリ属が検出されるようになる以外、調査例が少なく大きな変化は認めら

れない。中期にはタデ属・マメ科・クマシデ属・アサダ属・イヌコウジュ属・タニソバ・エ

ゴノキ・エノキグサ属・シソ属などが追加される。 

ヒエ属は南茅部地域ではハマナス野遺跡・臼尻 B 遺跡・大船遺跡・大船 I 遺跡・八木 B 遺

跡で確認されているが、いずれも前期～後期のものである。また、その点数も数点と僅かな

もので、阿部氏は食料資源としての重要度は低いと考えている。また、函館市中野 B 遺跡
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献

1 北黄金 貝塚 前期前葉 5 19 2 9 8 1 19 24 39 63 西本1999

2 北黄金2 貝塚 前期前葉 43 1 1 2 297 2 44 302 346 西本2013

3 若生 貝塚 前期前・中葉 48 1 1 1 4 7 2 55 9 64 青野・永谷編2018

4 虎杖浜2 貝塚 前期中葉 400 6 12 1 2 165 5 63 7 17 1 421 258 679 土肥2002・金子2002

5 八木A 盛土遺構 前期中葉 5 1 84 6 1 180 〇 90 187 277 西本1993

5 八木A 盛土遺構 前期中葉 34 546 2 2 132 〇 580 136 716 西本1993

5 八木A 盛土遺構 前期中・後葉 8 67 1 69 〇 75 70 145 西本1993

6 コタン温泉 貝塚 前期後葉 283 3 31 7 7 7 1 3 5 7 541 12 22 186 20 1260 342 2053 2395 西本・新美1992

7 豊浜 盛土遺構 前期後葉 19 150 34 6 1 3 831 〇 169 875 1044 新美2004

8 館崎 盛土遺構 前期後葉～中期中葉 195 4 1890 2 2756 13 16 151 107 25378 〇 2089 28423 30512 福井2017

9 絵鞆 貝塚 中期後葉 18 11 41 26 29 67 96 青野・永谷編2018

6 コタン温泉 貝塚 後期前葉 2227 4 206 32 9 16 6 12 11 2 605 15 69 574 101 1531 2512 2908 5420 西本・新美1992

10 高砂 貝塚 後期前葉 306 56 3 43 23 131 306 256 562 西本1987

11 寺町 貝塚 後期前葉 551 1 13 10 8 2 1 165 11 586 176 762 西本・新美1988

12 戸井 貝塚 後期前葉 6682 4 6 6 35 1 25 4 1643 217 50 77 6763 1987 8750 西本・新美1993

13 湯川 貝塚 後期前葉 209 14 5 2 4 3 9 72 24 11 246 107 353 函館市教委1997



からは早期中葉段階の 8 例が検出されている。ただし、近年の研究によると数点出土の場

合年代測定するとほぼ新しい時期の混入であることが分かって来ている（國木田他 2021）。

混入の原因としては、主には動植物が作り出した地層上下を貫く空間をすり抜けたものと

推測される。したがって、上記出土事例は混入の可能性も高く、種子自体の年代測定を行う

ことが課題として残されている。一方、土器圧痕調査によってヒエ属が検出される場合があ

る。福島町館崎遺跡では前期後葉の土器 1 個体から 53 点のヒエ属表出圧痕が確認された。

ほかの植物ではこれに匹敵する量の圧痕は確認されないことから、少なくとも前期後葉に

は選択的にヒエ属が利用されていたと推測することが可能である。つまり土器の悉皆的な

圧痕調査によりヒエ属利用を検討していくことが課題として指摘できる。 

クリ属は南茅部地域ではハマナス野遺跡・臼尻 B 遺跡・大船遺跡・川汲遺跡・磨光 B 遺

跡・臼尻 C 遺跡・臼尻 A 遺跡・豊崎 B 遺跡・豊崎 P 遺跡・豊崎 Q 遺跡・電電公社合宿舎

遺跡で確認された。前期後葉に出現し、後期まで確認される。クリは北海道在来ではなく、

縄文時代前期に持ち込まれたものと推測されている（山田・柴内 1997）。また、クリは縄文

時代の早期から晩期にかけて大型化していく状況が確認されている（南木 1994・吉川 2011）。

南茅部地域においても大船遺跡の中期後葉（榎林式）の H-95 住居覆土からはクリの炭化子

葉が集中的に検出され、大きさが計測された（南茅部町教委 2000）。その後、豊崎 Q 遺跡

の後期中葉の炭化物集中から約 900 点が出土し、20 点の大きさが計測された（函館市教委

ほか 2018）。豊崎 Q 遺跡の報告で荻野氏が指摘している通り、南茅部地域のほかの遺跡か

ら出土したクリ個体の大きさの比較が重要であると考え、今回南茅部地域出土クリ属を検

討対象としていたが、資料調査時に実見が叶わず、また計測を行う許可も下りなかったため、

今後の課題として残された。 

 

4.結論 

函館市南茅部地域の縄文時代前期の土器胎土残存脂質分析を行った結果、これまでの北

海道での土器脂質分析結果と同じく、海棲動物の影響が強く検出された。しかし、昨年度

実施した縄文時代中期の分析結果（宮田・村本・福井 2021）と比較すると、エゾシカのよ

うな反芻動物の影響も検出された。ただし、この前期と中期の違いは、今回検討した動物

遺存体の海獣・陸獣出土比率変遷と調和的であり、今後脂質分析点数を増やして、この傾

向をきちんと確認することが必要である。 

従来、縄文時代前期～中期における生業の変遷は、主に石器組成によって推測された

（菅野 2004）。前期中葉～中期中葉では植物加工具と推測される擦り石が多いため、積極

的な堅果類利用がなされたと推測された。そして、中期後葉は擦り石が減少し、石鏃比率

が増加するため、陸獣狩猟頻度が増加したと考えられた。つまり、今回の結果は石器組成

によって想定されてきた陸獣狩猟頻度の変遷（菅野 2004）とは異なる結果が得られたと言

える。しかし、あくまでも陸獣狩猟頻度は植物加工頻度との比較において算出されたもの



で、煮炊きへの影響を示すものではないのであろう。 

また、今回 2 点であるが縄文時代中・後期の土器付着炭化物の炭素・窒素安定同位体分析

を行った。これまでに南茅部地域の遺跡で行われた主として中期の分析結果と比較検討し

（南川、2014）、海棲動物の寄与率を推定した。HDMK-16 は 20-30％、HDMK-36 は 80%

程度であった。推定された海棲動物の寄与率はこれまでの分析結果のバラツキの範囲内と

考えられた。なお、早期中葉や後期前葉、後期後葉では、一部で海産生物 1 割以下の煮炊き

も行われた事例もあり、さらに分析をすすめたい。 

このように資源利用変遷は多様な視点からの検討を必要としているとみられ、資料の蓄

積を進めていく必要がある。 
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